












































































































































































































































































2022年度

学科名 学年 1 学生数 14

0～59点 60～69点 70～79点 80～89点 90～100点

GP　0 GP　1.0 GP　2.0 GP　3.0 GP　4.0

0～0.9 1～1.9 2～2.9 3～3.9 4

0 3 6 4 1

GPA値 GPA範囲 度数
0 0 0
1 1～1.9 3
2 2～2.9 6
3 3～3.9 4
4 4 1

14

人数

研究科
◆成績の分布

指標の数値

GPA範囲

平均GPA値 2.67
下位4分の1(GPA値) 2.10
下位4分の1(人数) 4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0

1～1.9

2～2.9

3～3.9

4

2022年度 研究科 1年



2022年度

学科名 学年 1 学生数 0

0～59点 60～69点 70～79点 80～89点 90～100点

GP　0 GP　1.0 GP　2.0 GP　3.0 GP　4.0

0～0.9 1～1.9 2～2.9 3～3.9 4

0 0 0 0 0

GPA値 GPA範囲 度数
0 0 0
1 1～1.9 0
2 2～2.9 0
3 3～3.9 0
4 4 0

0

人数

電気電子学科
◆成績の分布

指標の数値

GPA範囲

平均GPA値

下位4分の1(GPA値)

下位4分の1(人数) 0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0

1～1.9

2～2.9

3～3.9

4

2022年度 電気電子学科 1年



2022年度

学科名 学年 1 学生数 0

0～59点 60～69点 70～79点 80～89点 90～100点

GP　0 GP　1.0 GP　2.0 GP　3.0 GP　4.0

0～0.9 1～1.9 2～2.9 3～3.9 4

GPA値 GPA範囲 度数
0 0 0
1 1～1.9 1
2 2～2.9 3
3 3～3.9 0
4 4 0

4

人数

航空学科
◆成績の分布

指標の数値

GPA範囲

平均GPA値

下位4分の1(GPA値)

下位4分の1(人数)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100



2022年度

学科名 学年 1 学生数 7

0～59点 60～69点 70～79点 80～89点 90～100点

GP　0 GP　1.0 GP　2.0 GP　3.0 GP　4.0

0～0.9 1～1.9 2～2.9 3～3.9 4

0 1 2 4 0

GPA値 GPA範囲 度数
0 0 0
1 1～1.9 1
2 2～2.9 2
3 3～3.9 4
4 4 0

7

人数

建築学科
◆成績の分布

指標の数値

GPA範囲

平均GPA値 3.00
下位4分の1(GPA値) 2.74
下位4分の1(人数) 2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0

1～1.9

2～2.9

3～3.9

4

2022年度 建築学科 1年



2022年度

学科名 学年 1 学生数 4

0～59点 60～69点 70～79点 80～89点 90～100点

GP　0 GP　1.0 GP　2.0 GP　3.0 GP　4.0

0～0.9 1～1.9 2～2.9 3～3.9 4

0 2 1 1 0

GPA値 GPA範囲 度数
0 0 0
1 1～1.9 2
2 2～2.9 1
3 3～3.9 1
4 4 0

4

人数

インテリアデザイン科
◆成績の分布

指標の数値

GPA範囲

平均GPA値 2.16
下位4分の1(GPA値) 1.52
下位4分の1(人数) 1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0

1～1.9

2～2.9

3～3.9

4

2022年度 インテリアデザイン科 1年



2022年度

学科名 学年 1 学生数 14

0～59点 60～69点 70～79点 80～89点 90～100点

GP　0 GP　1.0 GP　2.0 GP　3.0 GP　4.0

0～0.9 1～1.9 2～2.9 3～3.9 4

0 0 10 4 0

GPA値 GPA範囲 度数
0 0 0
1 1～1.9 0
2 2～2.9 10
3 3～3.9 4
4 4 0

14

人数

情報システム科
◆成績の分布

指標の数値

GPA範囲

平均GPA値 2.77
下位4分の1(GPA値) 2.31
下位4分の1(人数) 4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0

1～1.9

2～2.9

3～3.9

4

2022年度 情報システム科 1年



2022年度

学科名 学年 1 学生数 4

0～59点 60～69点 70～79点 80～89点 90～100点

GP　0 GP　1.0 GP　2.0 GP　3.0 GP　4.0

0～0.9 1～1.9 2～2.9 3～3.9 4

0 1 3 0 0

GPA値 GPA範囲 度数
0 0 0
1 1～1.9 1
2 2～2.9 3
3 3～3.9 0
4 4 0

4

平均GPA値 2.44
下位4分の1(GPA値) 2.23
下位4分の1(人数) 1

人数

法律情報科
◆成績の分布

指標の数値

GPA範囲

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0

1～1.9

2～2.9

3～3.9

4

2022年度 法律情報科 1年



2022年度

学科名 学年 1 学生数 7

0～59点 60～69点 70～79点 80～89点 90～100点

GP　0 GP　1.0 GP　2.0 GP　3.0 GP　4.0

0～0.9 1～1.9 2～2.9 3～3.9 4

0 1 2 4 0

GPA値 GPA範囲 度数
0 0 0
1 1～1.9 1
2 2～2.9 2
3 3～3.9 4
4 4 0

7

平均GPA値 2.80
下位4分の1(GPA値) 2.52
下位4分の1(人数) 2

人数

経営情報科
◆成績の分布

指標の数値

GPA範囲

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0

1～1.9

2～2.9

3～3.9

4

2022年度 経営情報科 1年



2022年度

学科名 学年 3 学生数 127

0～59点 60～69点 70～79点 80～89点 90～100点

GP　0 GP　1.0 GP　2.0 GP　3.0 GP　4.0

0～0.9 1～1.9 2～2.9 3～3.9 4

0 24 75 28 0

GPA値 GPA範囲 度数
0 0 0
1 1～1.9 24
2 2～2.9 75
3 3～3.9 28
4 4 0

127

人数

大学併修学科
◆成績の分布

指標の数値

GPA範囲

平均GPA値 2.57
下位4分の1(GPA値) 2.17
下位4分の1(人数) 32

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0

1～1.9

2～2.9

3～3.9

4

2022年度 大学併修学科 1年



2022年度

学科名 学年 1 学生数 25

0～59点 60～69点 70～79点 80～89点 90～100点

GP　0 GP　1.0 GP　2.0 GP　3.0 GP　4.0

0～0.9 1～1.9 2～2.9 3～3.9 4

0 0 8 17 0

GPA値 GPA範囲 度数
0 0 0
1 1～1.9 0
2 2～2.9 8
3 3～3.9 17
4 4 0

25

人数

コンサート・イベント科
◆成績の分布

指標の数値

GPA範囲

平均GPA値 3.01
下位4分の1(GPA値) 2.85
下位4分の1(人数) 7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0

1～1.9

2～2.9

3～3.9

4

2022年度 コンサート・イベント科 1年



2022年度

学科名 学年 1 学生数 19

0～59点 60～69点 70～79点 80～89点 90～100点

GP　0 GP　1.0 GP　2.0 GP　3.0 GP　4.0

0～0.9 1～1.9 2～2.9 3～3.9 4

0 2 7 10 0

GPA値 GPA範囲 度数
0 0 0
1 1～1.9 2
2 2～2.9 7
3 3～3.9 10
4 4 0

19

人数

映像メディア学科
◆成績の分布

指標の数値

GPA範囲

平均GPA値 2.93
下位4分の1(GPA値) 2.59
下位4分の1(人数) 5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0

1～1.9

2～2.9

3～3.9

4

2022年度 映像メディア学科 1年



2022年度

学科名 学年 1 学生数 14

0～59点 60～69点 70～79点 80～89点 90～100点

GP　0 GP　1.0 GP　2.0 GP　3.0 GP　4.0

0～0.9 1～1.9 2～2.9 3～3.9 4

0 1 6 7 0

GPA値 GPA範囲 度数
0 0 0
1 1～1.9 1
2 2～2.9 6
3 3～3.9 7
4 4 0

14

人数

音響芸術科
◆成績の分布

指標の数値

GPA範囲

平均GPA値 2.89
下位4分の1(GPA値) 2.67
下位4分の1(人数) 4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0

1～1.9

2～2.9

3～3.9

4

2022年度 音響芸術科 1年



2022年度

学科名 学年 1 学生数 8

0～59点 60～69点 70～79点 80～89点 90～100点

GP　0 GP　1.0 GP　2.0 GP　3.0 GP　4.0

0～0.9 1～1.9 2～2.9 3～3.9 4

0 1 2 5 0

GPA値 GPA範囲 度数
0 0 0
1 1～1.9 1
2 2～2.9 2
3 3～3.9 5
4 4 0

8

人数

CGクリエーター科
◆成績の分布

指標の数値

GPA範囲

平均GPA値 2.98
下位4分の1(GPA値) 2.63
下位4分の1(人数) 2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0

1～1.9

2～2.9

3～3.9

4

2022年度 CGクリエーター科 1年



2022年度

学科名 学年 1 学生数 5

0～59点 60～69点 70～79点 80～89点 90～100点

GP　0 GP　1.0 GP　2.0 GP　3.0 GP　4.0

0～0.9 1～1.9 2～2.9 3～3.9 4

0 0 2 3 0

GPA値 GPA範囲 度数
0 0 0
1 1～1.9 0
2 2～2.9 2
3 3～3.9 3
4 4 0

5

人数

デザイン科
◆成績の分布

指標の数値

GPA範囲

平均GPA値 2.89
下位4分の1(GPA値) 2.71
下位4分の1(人数) 2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0

1～1.9

2～2.9

3～3.9

4

2022年度 デザイン科 1年



2022年度

学科名 学年 1 学生数 8

0～59点 60～69点 70～79点 80～89点 90～100点

GP　0 GP　1.0 GP　2.0 GP　3.0 GP　4.0

0～0.9 1～1.9 2～2.9 3～3.9 4

0 3 5 0 0

GPA値 GPA範囲 度数
0 0 0
1 1～1.9 3
2 2～2.9 5
3 3～3.9 0
4 4 0

8

人数

声優・演劇科
◆成績の分布

指標の数値

GPA範囲

平均GPA値 2.22
下位4分の1(GPA値) 1.88
下位4分の1(人数) 2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0

1～1.9

2～2.9

3～3.9

4

2022年度 声優・演劇科 1年



2022年度

学科名 学年 1 学生数 4

0～59点 60～69点 70～79点 80～89点 90～100点

GP　0 GP　1.0 GP　2.0 GP　3.0 GP　4.0

0～0.9 1～1.9 2～2.9 3～3.9 4

0 0 2 2 0

GPA値 GPA範囲 度数
0 0 0
1 1～1.9 0
2 2～2.9 2
3 3～3.9 2
4 4 0

4

人数

スポーツビジネス科
◆成績の分布

指標の数値

GPA範囲

平均GPA値 2.83
下位4分の1(GPA値) 2.46
下位4分の1(人数) 1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0

1～1.9

2～2.9

3～3.9

4

2022年度 スポーツビジネス科 1年



2022年度

学科名 学年 1 学生数 13

0～59点 60～69点 70～79点 80～89点 90～100点

GP　0 GP　1.0 GP　2.0 GP　3.0 GP　4.0

0～0.9 1～1.9 2～2.9 3～3.9 4

0 3 4 6 0

GPA値 GPA範囲 度数
0 0 0
1 1～1.9 3
2 2～2.9 4
3 3～3.9 6
4 4 0

13

人数

ミュージック科
◆成績の分布

指標の数値

GPA範囲

平均GPA値 2.68
下位4分の1(GPA値) 2.57
下位4分の1(人数) 4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0

1～1.9

2～2.9

3～3.9

4

2022年度 ミュージック科 1年



2022年度

学科名 学年 1 学生数 11

0～59点 60～69点 70～79点 80～89点 90～100点

GP　0 GP　1.0 GP　2.0 GP　3.0 GP　4.0

0～0.9 1～1.9 2～2.9 3～3.9 4

0 4 5 2 0

GPA値 GPA範囲 度数
0 0 0
1 1～1.9 4
2 2～2.9 5
3 3～3.9 2
4 4 0

11

人数

ゲームクリエーター科
◆成績の分布

指標の数値

GPA範囲

平均GPA値 2.24
下位4分の1(GPA値) 1.70
下位4分の1(人数) 3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0

1～1.9

2～2.9

3～3.9

4

2022年度 ゲームクリエーター科 1年



2022年度

学科名 学年 1 学生数 4

0～59点 60～69点 70～79点 80～89点 90～100点

GP　0 GP　1.0 GP　2.0 GP　3.0 GP　4.0

0～0.9 1～1.9 2～2.9 3～3.9 4

0 1 0 3 0

GPA値 GPA範囲 度数
0 0 0
1 1～1.9 1
2 2～2.9 0
3 3～3.9 3
4 4 0

4

人数

アニメ・マンガ科
◆成績の分布

指標の数値

GPA範囲

平均GPA値 3.02
下位4分の1(GPA値) 2.75
下位4分の1(人数) 1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0

1～1.9

2～2.9

3～3.9

4

2022年度 アニメ・マンガ科 1年



2022年度

学科名 学年 1 学生数 8

0～59点 60～69点 70～79点 80～89点 90～100点

GP　0 GP　1.0 GP　2.0 GP　3.0 GP　4.0

0～0.9 1～1.9 2～2.9 3～3.9 4

0 3 1 4 0

GPA値 GPA範囲 度数
0 0 0
1 1～1.9 3
2 2～2.9 1
3 3～3.9 4
4 4 0

8

人数

教育専攻科
◆成績の分布

指標の数値

GPA範囲

平均GPA値 2.52
下位4分の1(GPA値) 1.78
下位4分の1(人数) 2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0

1～1.9

2～2.9

3～3.9

4

2022年度 教育専攻科 1年



2022年度

学科名 学年 3 学生数 6

0～59点 60～69点 70～79点 80～89点 90～100点

GP　0 GP　1.0 GP　2.0 GP　3.0 GP　4.0

0～0.9 1～1.9 2～2.9 3～3.9 4

0 1 3 2 0

GPA値 GPA範囲 度数
0 0 0
1 1～1.9 1
2 2～2.9 3
3 3～3.9 2
4 4 0

6

人数

こども学科
◆成績の分布

指標の数値

GPA範囲

平均GPA値 2.64
下位4分の1(GPA値) 2.38
下位4分の1(人数) 2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0

1～1.9

2～2.9

3～3.9

4

2022年度 こども学科 3年



2022年度

学科名 学年 1 学生数 6

0～59点 60～69点 70～79点 80～89点 90～100点

GP　0 GP　1.0 GP　2.0 GP　3.0 GP　4.0

0～0.9 1～1.9 2～2.9 3～3.9 4

0 0 6 0 0

GPA値 GPA範囲 度数
0 0 0
1 1～1.9 0
2 2～2.9 6
3 3～3.9 0
4 4 0

6

人数

幼児保育学科
◆成績の分布

指標の数値

GPA範囲

平均GPA値 2.70
下位4分の1(GPA値) 2.68
下位4分の1(人数) 2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0

1～1.9

2～2.9

3～3.9

4

2022年度 幼児保育学科 1年



2022年度

学科名 学年 1 学生数 2

0～59点 60～69点 70～79点 80～89点 90～100点

GP　0 GP　1.0 GP　2.0 GP　3.0 GP　4.0

0～0.9 1～1.9 2～2.9 3～3.9 4

0 0 2 0 0

GPA値 GPA範囲 度数
0 0 0
1 1～1.9 0
2 2～2.9 2
3 3～3.9 0
4 4 0

2

人数

公務員科
◆成績の分布

指標の数値

GPA範囲

平均GPA値 2.33
下位4分の1(GPA値) 2.23
下位4分の1(人数) 1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0

1～1.9

2～2.9

3～3.9

4

2022年度 公務員科 1年

































 

 

 

 

 

2021 年度 

自己評価報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校法人 田中育英会 

東京工学院専門学校 



１． 学校の教育目標 

 

 本学の教育理念、目的、育成人材像は学校創設者による「建学の精神」に示されている

通り、己の天職を求めて研鑽に励み、国際社会の文化と福祉に貢献することを目的に学問

をし、豊かな人間性を育むと共に常に専門知識の奥深さを究明しながら、天職をまっとう

し得る人材を育成することである。 

 本学は学校教育法による教育機関として、工学、情報技術、芸術、スポーツ/教育分野に

関する専門教育を行い、専門的知識・技能の修得だけでなく、総合力・人間力を兼ね備え

た有能にして教養のある人材を育成することを目的としている。 

 その具現化のために専門に関する基礎知識を学び、インターンシップや校外実習を行い、

また学内においても近隣の子供たちを対象に有料、無料の各種教室/事業を学生自身が立ち

上げ運営しており、社会人として必要な次のような能力を育むことを具体的な教育目標と

している。 

ア） 自ら考えて行動できる能力 

イ） コミュニケーション能力 

ウ） リーダーシップ＆チームワーク 

エ） チャレンジ精神 

 またイギリスのオックスフォード大学をはじめとする、アメリカ、ニュージ－ランド等

の海外姉妹 10大学との交流により、国際感覚、語学力を養うことも大きな目標である。 

 毎年、海外姉妹校からは教授/学生が来校し、本校の学生と交流するインターナショナル

ウイークがある。逆に海外姉妹校へは本校の選抜された学生が招待され、授業やホームス

ティ体験等により、語学や外国文化を学ぶことができる。このようにして将来国際社会の

文化と福祉に貢献が期待される人材を育成することも目的の一つとしている。 

 また、小金井市、国分寺市とは地域活性化連携協定を締結し、さらには長野県佐久市と

の連携も進めており、社会貢献/地域貢献による学生の学修機会のさらなる拡充を図ってい

る。 

 

 

 

２． 本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

 社会の変化や教育界の改革などにより大きく変動するマーケットの中で、本校ならでは 

の価値の最適な進化とそれに伴う募集広報力の改革的向上を図るため、5か年計画「テク

ノス戦略 2025」を策定し今年度はその整備・基礎固めの初年度である。具体的には① 

プレゼンスの確立②教育＆施策の成果③DX を踏まえた学び方＆学ぶ環境の進化と多様化

④拡大する「社会の縮図」に相応する実学の進化と連携の拡充⑤vision 相応な教職員

＆学院組織の役割や機能の進化で構成するものである。 

 

  

 

 

 

 



 

３．評価項目の達成及び取組状況 

（１）．教育理念・目標 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

・学校の理念・目的・育成人材像は定められているか 

（専門分野の特性が明確になっているか） 
④  ３  ２  １ 

・学校における職業教育の特色はあるか ④  ３  ２  １ 

・社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか ④  ３  ２  １ 

・学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが学生・保護者等

に周知されているか 
④  ３  ２  １ 

・各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向

けて方向づけられているか 
④    ３  ２  １ 

 

① 課題 

 

・急速に変化する業界のニーズを迅速に的確に把握し学修に活かす。 

 

② 今後の改善方策 

・学生たちの将来の目標を叶える根幹が、学校の理念、目標、人材育成像の具体的実行 

にあることを示す。そのため入学時に｢TECHNOS NOTE｣を学生に配布し、各教員が話す内容

を統一し、教育目標を理解させる。 

・全学科に「TECHNOS ゼミ」を取り入れ実学学修に取り組む。 

③ 特記事項 

・専門力の育成だけでなく人間力・総合力育成のために 4つの学習方法を実践している。 

課題解決型学習/実働実践型学習/主体的参加型学習/海外体感型学習である。「PRAG」 

・社会探求/業界のニーズ把握を目的とした企業インターンシップも積極的に実施している。 

 

 

（２）．学校運営 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

・目的等に沿った運営方針が策定されているか ④  ３  ２  １ 

・運営方針に沿った事業計画が策定されているか ④  ３  ２  １ 

・運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されているか、 

 有効に機能しているか 
④  ３  ２  １ 

・人事、給与等に関する規程等は整備されているか ④  ３  ２  １ 

・教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか ④  ３  ２  １ 

・業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか ○4   ３  ２  １ 

・教育活動等に関する情報公開が適切になされているか ④  ３  ２  １ 

・情報システム化等による業務の効率化が図られているか ➃  ３  ２  １ 



 

① 課題 

 ・新規雇用者へのコンプライアンス教育の実施と継続的な研修実施。 

 ・より効率化を図るため、決裁/精算等のシステム導入を検討する。 

 

 

②今後の改善方策・ 

・就業規則、給与規定等の規定は 2021 年 4月 1日付で改定した。 

 ・コンプライアンスについて定期的な講習会の開催及び e-ラーニングの導入も検討する。 

 ・次年度楽楽精算等のシステムを導入すると同時にペーパーレス化を図る。 

 

④ 特記事項 

・事業計画、収支予算については、毎年度２回の定例理事会にて審議・決定している。

また、年度初めに理事長から全教職員に対し、年間目標・年度方針が伝達され、全教

職員が目標達成に努力している。 

・情報公開は、ホームページ、パンフレット等により適正に公開している。 

・情報システムは、web ポータル,info Clipper,info Cloud を導入し業務の効率化/情報

管理の適切化を図っている。 

・事務局内に総務部/教務部/広報部など 5部を設け円滑な学校運営を促進している。 

 

 

 

 

（３）．教育活動 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

・教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか ④  ３  ２  １ 

・教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に 

 対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか 
④  ３  ２  １ 

・学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか ④  ３  ２  １ 

・キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方

法の工夫・開発などが実施されているか 
④  ３  ２  １ 

・関連分野の企業・関係施設等や業界団体等との連携により、カリキュラ

ムの作成・見直し等が行われているか 
④  ３  ２  １ 

・関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、

実技・実習等）が体系的に位置づけられているか 
④  ３  ２  １ 

・授業評価の実施・評価体制はあるか 4  ③  ２  １ 

・職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか 4  ③  ２  １ 

・成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか ④  ３  ２  １ 

・資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけ

はあるか 
④  ３  ２  １ 



  

・人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を

確保しているか 
④  ３  ２  １ 

・関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含む）

を確保するなどマネジメントが行われているか 
④  ３  ２  １ 

・関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の

指導力育成など資質向上のための取組が行われているか 
４  ③  ２  １ 

・職員の能力開発のための研修等が行われているか ④  ３  ２  １ 

 

①課題 

・職業教育に対する外部関係者からの評価を教育に反映しやすい組織作り。 

・教員が先端的な知識技能を修得するための研修・機会の増加。 

 

②今後の改善方策 

・教育に関する外部関係者の意見を参考にして、外部評価の制度化を図る。 

・課題解決型学習、実働実践型学習、主体的参加型学習、海外体感型学習等、学習機会 

を拡充し、社会変化に対応できるためのカリキュラムや教育方法の工夫/開発を行う。 

  ・社会・業界/職業の変化に照らして次年度系・学科の再編を実施する。 

 

③特記事項 

 ・社会探求＆連携推進チームを立ち上げ、社会の変化に関する情報を全教職員で共有し 

  ている。 

 ・ゼミの講師として企業/団体等で活躍している人を招き最新の情報を取得している。 

・キャリアセンター所管でテクノスのキャリアプログラム「未来デザインワーク」を 

始動し、全学生が自身の My 卒後ビジョンを作成。 

 ・すべての学科/学年のカリキュラムにゼミの授業を組み込んだ。 

 ・教務部主催で FD 研修会を年 4回開催した。 

 

 

（４）．学修成果 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

・就職率の向上が図られているか ④  ３  ２  １ 

・資格取得率の向上が図られているか ④  ３  ２  １ 

・退学率の低減が図られているか ④  ３  ２  １ 

・卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか 4   ○3    ２  １ 

・卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用さ

れているか 
➃   ３  ２  1 

 

① 課題 

・キャリアセンターが発信する情報に対し、学生自らが進路について主体的、積極的に考



察するための工夫が必要であること。 

・各学科の担任のキャリアセンターとの更なる連携と就職指導に対する意識強化。 

 

②今後の改善方策 

・キャリアセンターが毎月行っている全学生の就職活動状況のモニタリングをもとに 

各担任が学生に指導を行う。 

・就職活動は社会研究の一環として訪問企業数を増やすことを促進する 

 

③特記事項 

・就職内定率が１００％又はそれに近い内定率を保持する学科が多い。 

・学生が地域住民を対象とした保育支援、サッカースクール、スイミングスクール等の運

営をして実学を学修すると同時に地域住民との連携を図っている。 

・姉妹校の東京エアトラベルホテル専門学校とキャリアセンターを統一し、すべての求人

情報をすべての学生,教職員,保護者に Web ポータル（システム）で共有している 

 

 

 

（５）．学生支援 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

・進路・就職に関する支援体制は整備されているか ④  ３  ２  １ 

・学生相談に関する体制は整備されているか ④  ３  ２  １ 

・学生に対する経済的な支援体制は整備されているか ④  ３  ２  １ 

・学生の健康管理を担う組織体制はあるか ４  ③  ２  １ 

・課外活動に対する支援体制は整備されているか ④  ３  ２  １ 

・学生の生活環境への支援は行われているか ④  ３  ２  １ 

・保護者と適切に連携しているか ④  ３  ２  １ 

・卒業生への支援体制はあるか ４  ③  ２  １ 

・社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか ④  ３  ２  １ 

・高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が

行われているか 
④  ３  ２  １ 

 

① 課題 

・コロナ感染拡大により経済的/精神的な悩みを抱えている学生が少なくなく、相談内容も

今まで以上に多岐に亘っている。 

 

②今後の改善方策 

・本校独自の奨学金制度の拡大を検討する。 

・経済的に厳しい学生には各種奨学金制度の紹介を徹底する。 

 

③特記事項 



・キャリアセンターが、卒業生の転職相談にも対応している。 

・各業界で活躍する卒業生を在校生の進路ガイダンスに招き、業界の最新ニュースや体験

談を披露している。 

・スクールカウンセラーを採用し、カウンセリングルームを設置済。学生/教職員の日頃 

の悩み相談を行っている。対面だけでなく電話/メール/Line でも相談可能。 

・学生 1 人 1 台 PC を実現するために経済的に困窮する学生に学校所有の PC を安価で提供

した。 

 

 

（６）．教育環境 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

・施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか ④  ３  ２  １ 

・学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教育

体制を整備しているか 
④  ３  ２  １ 

・防災に対する体制は整備されているか ○4   ３  ２  １ 

 

① 課題 

・校舎建設から 30年が経過し、今後施設・設備の計画的な補修・改善を進める。 

 

② 今後の改善方策 

・学内施設については、各施設・設備の担当職員が平素より点検保守に努める。 

・学外での実習施設、インターンシップ等については、学生のニーズ/適性を踏まえた受

入れ先企業、施設のさらなる開拓を行うとともに、学生へ実習内容はもとより、安全面

に配慮すべき事前説明を徹底する。 

 

③ 特記事項 

・夏に教員室のリニューアルおよびペーパレス化を実施。さらに 2 月から図書館のリノベ

ーションを実施し 2022 年度 4月に完成した。 

・本校はこれまでも海外姉妹校との交流を積極的に展開しており、イギリス・オックスフ

ォード大学への研修をはじめ、欧米の姉妹校との親善交流など、他に類を見ない海外教

育機関との独自のネットワークを構築しており、個々の学生が在学中に世界に触れる機

会を用意している。 

・専門学校として必要な普通教室、実習室、図書館、保健室、学生食堂、体育館、室内プ

ール、総合グラウンド等の施設・設備がすべて完備されている。 

・全館 Wi-Fi 設備は設置済み。 

 

 

 

（７）．学生の受入れ募集 

評価項目 適切…４、ほぼ適切…３、 



やや不適切…２、不適切…１ 

・学生募集活動は、適正に行われている ④  ３  ２  １ 

・学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか ④  ３  ２  １ 

・学納金は妥当なものとなっているか ④   ３  ２  １ 

 

①課題 

・本学院の募集活動は、募集特化の部署だけに任せるのではなく、多くの部署の教職員

が各々の役割を持って募集にあたることで、総合学院としての利点を活かし、希望者

のニーズに合わせた正確な情報提供を行っていくことを主眼におく。 

 

 

②今後の改善方策 

・学生の募集活動については在校生の母校教諭および後輩への口コミ広報を強化する。 

 ・入学前から本校を理解するためのオーディション入学を導入した。 

 ・OC に参加した 2 年生の再集客に注力する。 

 ・HＰの改善を実施する 

 

③特記事項 

 ・高校訪問やガイダンス等を教員が担当していることで、希望者に直接本校の特長を伝 

  えることが出来ており、高校側のニーズに対しても早急に対応が可能である。 

・体験入学は学生が PBL として企画運営しており、卒後ビジョンを中心に高校生一人ひ

とりへの問いかけやカリキュラムの紹介等を実施している。 

・学納金は他の専門学校と比較して妥当なものである。 

 

 

（８）．財務 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

・中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ④  ３  ２  １ 

・予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ④  ３  ２  １ 

・財務について会計監査が適正に行われているか ④  ３  ２  １ 

・財務情報公開の体制整備はできているか ④  ３  ２  １ 

 

①課題 

・学校運営にとって、財務基盤の安定確保が重要であり、外的情勢（少子化・大学全入・経

済状況・所得環境）など厳しい状況の中でも左右されず、常に安定した入学者の確保が最

重要課題である。今まで以上に財務計画については綿密な分析・計画・戦略が必要である

と考えられる。 

 

②今後の改善方策 

・予算計画の改善策として、各部署の予算編成にあたって前年度踏襲型になりがちであ



る予算に対しては、年度の戦略計画を十分に検討し効率的な予算配分を行う 

   

 

③特記事項 

・中長期的財務基盤は安定している。  

 ・事業計画に基づき収支予算案を編成し執行している。 

 ・法人本部の所管で公認会計士による外部監査、及び監事による内部監査を実施。 

   

 

 

 

（９）．法令等の遵守 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

・法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか ④  ３  ２  １ 

・個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか ④  ３  ２  １ 

・自己評価の実施と問題点の改善を行っているか ④  ３  ２  １ 

・自己評価結果を公開しているか ④  ３  ２  １ 

 

① 課題 

・全教職員が新たに交付された法令はもとより、学校運営において遵守すべき各種法令/

専修学校設置基準/学則等を理解し、遵守することを常に意識する。 

  

② 今後の改善方策 

・関係法令の改正が行われた場合は、今後とも各説明会に出席し、朝礼や各系・部署の

会議を通じて情報を共有する。 

・教職員を対象に個人情報、コンプライアンス講習会を実施する。 

 

③ 特記事項 

・各系部長を構成員とするボード会議を定期的に開催し、法令等の遵守に関して各教職員

情報を共有できるようにしている。 

・個人情報の取り扱いについては、当該学生/保護者等に対し、あらかじめ文書で利用目

的を明示し、利用について同意を得ることを厳守しており、個人情報へのアクセスを制

限して漏えいを未然に防止している。 

 ・必要に応じて顧問弁護士、社会保険労務士に指導を仰いでいる。 

 

 

 

 

（１０）．社会貢献・地域貢献 

評価項目 適切…４、ほぼ適切…３、 



やや不適切…２、不適切…１ 

・学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか ④  ３  ２  １ 

・学生のボランティア活動を奨励、支援しているか ４  ③  ２  １ 

・地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を

積極的に実施しているか 
４  ③  ２  １ 

 

① 課題 

・小金井市、国分寺市と「地域連携包括協定」を締結しているが、今後、長野県佐久市

とも連携を模索中である。 

 

② 今後の改善方策 

・本学の全ての学科が社会貢献/地域貢献としての「実務教育」を実践する体制を 

   整える. 

 ・自治体だけでなく近隣の小中学校とも連携を深め WIN WIN の関係を構築する 

 

 

③特記事項 

・本校は小金井市、国分寺市と包括連携協定を締結し社会貢献、地域貢献拡充を図って 

いる。具体的な取り組みとして、小金井市より受託し本校学生が制作した小金井市市制 

60 周年プロモーションビデオを制作した。また、小金井市認可保育園「東京工学院きし

ゃぽっぽ保育園」の開設、地域の子育て支援サークル「ちびっこどんぶり」開設による

子育て支援にも積極的に携わっている。加えて、近隣の小学生を対象とするサッカース

クール、スイミングスクールの運営や中学校のキャリアガイダンスの一環である「職業

体験実習」等も積極的に受け入れている。 

・学内に今後さらに社会貢献/地域貢献を推進するための「地域連携推進委員会」を立ち

上げた。 

  

 

 

 

（１１）．国際交流（必要に応じて） 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

・留学生の受入れ・派遣について戦略を持って行っているか ④  ３  ２  １ 

・留学生の受入れ・派遣、在籍管理等において適切な手続き等がとられて

いるか 
④  ３  ２  １ 

・留学生の学修・生活指導等について学内に適切な体制が整備されている

か 
④  ３  ２  １ 

・学習成果が国内外で評価される取組を行っているか ④  ３  ２  １ 

 

① 課題 



・本校では毎年、イギリス/アメリカ/ニュージーランドの海外姉妹校 10 大学から教授、

学生が来校し、2 週間にわたり本校の学生と交流するインターナショナルウィークを実

施しているが、コロナ感染拡大のため今年度はオンラインにより実施した。 

・コロナ感染拡大の影響で留学生の入学が減少している。 

 

② 今後の改善方策 

・コロナ禍で海外との往来ができないため、引き続きインターネット等の媒体による 

効果的な国際交流を実施する。 

 

③ 特記事項 

・学生の海外理解を深めるために毎年海外姉妹校の卒業生を Teaching Assistant として

１～2名招聘していたがコロナ感染拡大により中止せざるを得なかった。 

・留学生担当の専任教員を採用し、留学生の生活相談にも応じている。 

 

 

４．学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

   社会の変化/企業のニーズを把握し、それに対応したカリキュラムを編成して、常に

時代の変化に対応している。また、卒業後即戦力となり、かつ社会常識とマナーを身

につけた国際人となりうる人材を社会に送り出している。 

  また 2021 年度から 5か年戦略をプランして実行する「テクノス戦略 2025」を策定して

いる。 

本学は専門学校としてというよりもとてもユニークな総合キャリア機関として、今

後も「建学の精神」のもと、社会のニーズを的確にとらえた充実のカリキュラムによ

り、高い専門知識はもちろん総合力、人間力を身に着けた「本物の職業人」の育成を

目指している。 

 

 



 

 

 

 

 

 

2021 年度 学校関係者評価報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校法人田中育英会 

総合学院テクノスカレッジ 

東京工学院専門学校 

 

 

 

 

 

 



学校法人田中育英会 東京工学院専門学校では『2021 年度自己評価報告書』に基づき 

｢学校関係者評価委員会｣を開催いたしましたので下記のとおりご報告いたします。 

 

2023 年 3月 20 日 

東京工学院専門学校 

校長 小川 一廣 

 

記 

 

1) 日 時 2023 年 3 月 17 日(金) 16:00～17：20 

2) 場 所 小金井校舎 2F 会議室 

3)出席者 

団 体  塚本 雅哉 様  NPO 法人ＳＷＩＭ ＳＵＰＰＯＲＴ 理事長 

企 業  鈴木 美隆 様  株式会社 NKL 営業部 部長 

企 業    田代 昭博 様 ネクセンツ株式会社 代表取締役 

(卒業生 鎗 清二 様  澤新木材株式会社 代表取締役は欠席) 

(卒業生 岡野 俊彦 様 株式会社 Ciel 代表取締役社長は欠席) 

学校側出席 

  小川 一廣 東京工学院専門学校 校長 

  大田 和志 東京工学院専門学校 副校長 

4) 委員会次第 

(1) 開   会  

(2) 校長挨拶 

(3) 委員紹介 

(4) 学校評価の目的と経緯 

(5) 審  議 自己評価報告書の各規準項目に対する委員からの意見/助言 

(6) 閉  会 

 

5) 評価基準項目ごとの各委員からの意見/助言等 

  1 学校の教育目標 

   ：コロナ感染症拡大に影響されず、「建学の精神」に掲げている天職を全うする

人材の育成に努力している。 

 

  2 本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

   ：5か年計画「テクノス戦略 2025」の基礎固めの年度として、プレゼンスの確立

/教育＆施策の成果/DXを踏まえた学び方＆学ぶ環境の進化と多様化/実学の進

化と連携の拡充/教職員＆学院組織の役割や機能の進化を目標達成に成果を上

げている。 

 



 

3 評価項目の達成及び取組状況 

(1) 教育理念・目標 

:全学科全学年に「TECHNOS ゼミ」を取り入れ実学学修に取り組んでいること 

は卒業後の社会人生活に大いに参考になり素晴らしい。   

 

(2) 学校運営 

:DX 化は仕事の流れ、ソフトウェアのフローを確立させて導入することが大切

であるが、人の意識を変えることも重要である。 

 

(3) 教育活動 

:外部評価(第三者評価)の導入も今後検討する必要がある。 

            :社会の変化/業界の変化を迅速かつ適切に把握するための社会探求活動は 

今後も積極的に継続して欲しい。 

      ：企業でのケーススタディや海外の事例を積極的に授業に取り入れるとさらに

充実した授業を形成できる。   

：キャリアプログラム「未来デザインワーク」を始動し全学生が自身の「My 

卒後ビジョン」を作成している。 

 

(4) 学修成果 

:卒業生の社会的な活躍及び評価を把握するためのシステム構築が急務であ

る。 

 

(5) 学生支援 

:コロナ禍で ON LINE 授業の実施に大変なご苦労をしたと思います。 

最初は ZOOM でしたが今年度 TEAMS を導入してから良くなりました。 

 

(6) 教育環境 

:DX 化以前は POOR な印象を持っていましたが、その後の WI-FI 環境の整備 

/Teams の導入/学生 PC1 人 1 台など授業を止めない努力は素晴らしい。それ 

により安定した教育が実践されている。 

 

(7) 学生の受入れ募集 

:コロナ感染症拡大により特に地方からの入学生が減少しており、活気ある学

校には学生数の増が求められる。 

 

(8) 財務 

:特に意見なし 

 



 

(9) 法令等の遵守 

：顧問弁護士や社会保険労務士による研修会を教職員対象に開催しており、必

要に応じてはその都度指導を仰いでいる。 

 

(10)社会貢献・地域貢献 

:小金井市、国分寺市、長野県佐久市だけでなく近隣の小・中学校とも連携を 

深め模擬授業など行っており地域貢献度は高い。また体育館、プール等の学

校施設の貸出にも対応している。 

 

(11)国際交流 

:海外姉妹校 10校との交流はコロナ感染症拡大によりリアル交流は中止せざ 

るを得なかったが、オンラインで何とか交流を継続する努力/工夫を重ねて 

実施しているのは素晴らしい。 

 

４．学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果  

    5 か年計画の「テクノス戦略 2025」の基礎固めの 1年であったが、コロナ感染症拡

大により十分な成果が上げられない面もあったかと推察するが、2025 年に向かっ

て目標達成のために全学一丸となって立ち向かって欲しいものである。 

    本校は専門学校というよりはとてもユニークな総合キャリア機関として、「建学の

精神」のもと、社会のニーズを的確にとらえた充実のカリキュラムにより高い専門

知識だけではなく、総合力、人間力を身に着けた「本物の職業人」の育成を今後も

目指している。 

 

 

                                                                     以上 










